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贄川　冒頭で申し上げましたように、今回のシン
ポジウムのテーマは、大会テーマ『人に向きあ
うソーシャルワーク―命の歓びと生への寄り添
い―』です。チラシ、また当日の資料集にシンポ
ジストのお名前を掲載しておりますので、ご覧い
ただければと思います。掲載順にご紹介いたしま
す。まず、シンポジストお一人目、福本麻紀さん
です。フクモト社会福祉士事務所で、独立型社会
福祉士としてご活躍でございます。1991 年度、日
本社会事業学校研究科を第 45 期で修了されてお
ります。お忙しい中、急にお願いをしましたが、
快くお引き受けいただきましてありがとうござい
ます。
　それから、続きまして、高橋亜美さん。社会福
祉法人子供の家、アフターケア相談所所長。1998
年度社会福祉学部を第 38 期の卒業です。高橋さ
んにも、お忙しいところ急な依頼をお受けいただ
き、ありがとうございました。後ほど詳しいご紹
介もあるかと思いますが、『プロフェッショナル　
仕事の流儀』でもご活躍は取り上げられており、
お話を聞けることを楽しみにしております。
　続きまして、3人目が岩田直子さんにです。岩
田さんは筑波大学附属病院で、医療ソーシャル
ワーカーとしてご活躍されています。2000 年度、
社会福祉学部第 40 期のご卒業です。岩田さんも
本当にお忙しいところ、急なお願いにご快諾をい
ただきました。岩田さんは医療機関の医療ソー

シャルワーカーとしていろいろな課題を抱える方
に関わっておられます。今回のテーマに合わせて
どこに焦点を当て、テーマをどう絞るかという点、
ご苦労をお掛けしてしまいました。岩田さんもど
うぞよろしくお願いいたします。
　それから、プログラムのほうにはお一人しかお
名前をお載せできませんでしたが、在学生の声と
いうことで、現在、日本社会事業大学の学部に在
籍している学生さんからもシンポジストの話を受
けて、発言をいただきたいと思っています。なぜ
大学生にも発言いただきたいと思ったかという経
緯をお伝えしますと、『透明なゆりかご』の沖田
×華さんにお話しいただいてはどうかと、こうい
うテーマであれば学生も関心を持って多く参加し
てくれるのではないかと、提案ををしてくださっ
たのが学生幹事という、学内学会運営に協力して
くださっている皆さんだったからです。残念なが
ら、沖田さんにお話しいただくことはかないませ
んでしたが、何とか学生の声を今回のシンポジウ
ムに反映できないかということで、無理やりお願
いをしました。お 1人目はプログラムのほうに名
前が載っております社会福祉学部４年福祉援助学
科の河野里美さんです。よろしくお願いします。
　それから、プログラムにはお名前をお載せでき
ませんでしたが、社会福祉学部福祉計画学科４年
の根岸央樹さんです。非常に短い期間で依頼をし
たのですけれども、快くお受けいただきました。
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ぜひ学生の視点から率直な声を上げていただけれ
ばと思います。
　以上、シンポジストおよび在学生の発言者をご
紹介いたしました。こういった豪華なメンバーで
シンポジウムが展開できることを、私も非常に楽
しみにしております。コーディネートをしてくだ
さる座長は、本学社会福祉学部准教授の有村先生
でございます。このテーマであったら有村先生で
あろうということで無理やりお願いをしてしまい
ましたが、議論の枠組みなどもご準備いただきま
した。安心してお任せできるかなと思っておりま
す。私からのシンポジスト等の紹介は以上です。
ここから有村先生にシンポジウムの進行等をお願
いできればと思います。それでは有村先生、よろ
しくお願いいたします。

有村　はい。ありがとうございます。贄川先生、
丁寧なご説明ありがとうございます。私がシンポ
ジストの皆さんについて紹介させていただこうと
思っていた部分を、贄川先生に紹介していただき
ました。では早速、お話に入っていきたいと思い
ます。
　一応、座長として 3枚だけスライドを用意して
きました。1枚目は今回のタイトル、『命の歓びと
生への寄り添い』です。それから 2枚目はシンポ
ジストの皆さんのご紹介でした。3枚目は子育て、
あるいは子どもの育ちのライフサイクルというこ
とで、授業でも説明に使っている資料なので、学
生の皆さんもなじみがあると思います。妊娠出産
期から子どもが生まれ、育ち、思春期を迎え、親
になって、また子どもが生まれ、というスライド
です。命の循環の部分、生の循環に子どもの子育
てとか、子どもの育ちを軸に話していただこうと
思っていました。しかし、今回は私のスライドを
切っていただいてよろしいでしょうか。今日の打
ち合わせでシンポジストの皆さんとお話ししてい
ましたら、それぞれの皆さんのやっていらっしゃ
るフィールド、強み、それからその方々が肌身で

感じていらっしゃる命の重たさ、喜び、寄り添い
のような部分が大切だというのがよく分かりまし
た。従って、私のお示しした 3枚目のスライドに
あった子どもの育ちと子育てのライフサイクルは
座長として、一応映させていただきましたが、あ
とはシンポジストの皆さまにはそれぞれのキャラ
であったり、実践であったりを、ぜひ存分にお話
しいただければと思っています。
　それでは、お話しいただく順番です、プログラ
ムに掲載した順番とは少し違いますが、岩田さん
に先にお話しいただいて、その後、福本さん、高
橋さんの順でお話をいただきたいと思います。お
一人あたり 15分から 20 分程度ということでお願
いします。その後、休憩を 10 分間取らせていた
だき、在学生のお二方から、シンポジストのお話
を聞いた感想や質問をいただきます。その後、残っ
た 12 時までの全ての時間を使って、全体討論と
して 3人のシンポジストの皆さんとお話を進めて
いければと思っております。それでは、早速では
ございますが、岩田先生、どうぞよろしくお願い
します。

岩田　今日はよろしくお願いいたします。筑波大
学附属病院でソーシャルワーカーをしております
岩田と申します。本日はこんな母校の会でお話を
させていただく機会をいただきまして、本当に皆
さま、ありがとうございました。病院ではこの大
会のテーマにあるような命とか生とか、そういっ
たものを日々リアルに体感をしながら、ソーシャ
ルワーカーとして勤務をしております。私も幅
広い方とお会いしているのですけれども、今回は
周産期医療現場での生をつなぐ支援ということを
テーマに、実践のご報告をさせていただきたいと
思います。
　まず、簡単に私の勤めている筑波大学附属病院
の概要をお話します。茨城県のつくば市にある大
学病院で、県内唯一の特定機能病院となります。
38の診療科があって、多くの疾患や年齢層の患者
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さまの支援をしています。所属する医療連携患者
相談センターにはソーシャルワーカーが 12 名お
ります。スライドの下に記載をしましたが、国や
県からさまざまな拠点病院の認可を受けていて、
その一つに総合周産期母子医療センターという機
能があります。
　医療機関では患者さんの 3つのライフを多職種
で支えています。医師などの医学モデルですと、
生命や体を中心として患者さんを診ています。け
れども私たちソーシャルワーカーは体、暮らし、
心という、この 3つの要素の関連性っていうのを、
多分、皆さん、意識しながらやっていらっしゃる
と思うのですが、それを支援に生かしています。
各所によって重きを置く視点が異なるのですけれ
ども、その視点の違いこそがチーム医療の醍醐味
といいますか、利点であるというふうに考えてい
ます。
　まず初めに周産期という用語の確認です。ICD-
10 では、妊娠 22 週から出生後 7日までの期間で
母体、胎児、新生児にとって、生命に関わる事態
が起きやすい時期というふうにいわれています。
この時期には、特定妊婦の方、周産期メンタルヘ
ルス、そして身体に合併症のあるハイリスク妊婦、
あとは疾患や障害を持つ新生児とご家族への支援
であったりとか、お子さんの死を経験した産褥婦
とご家族への支援というものがあります。病院は、
要は、誕生と喪失、悲嘆というのが常に共にある
場であると言えます。本日はこの中でも、特定妊
婦と周産期メンタルヘルスにお話を絞ってお伝え
をしていきたいと思います。
　まず、特定妊婦についてスライドを見ていただ
ければと思います。出産前に支援を行うことが特
に必要と認められる妊婦さんのことをいいます。
実際に皆さまが関わっておられたり、勉強された
りしている支援の対象者でいらっしゃるかもしれ
ません。では、なぜ妊娠期からソーシャルワーカー
の支援が必要となるかというところですけれど
も、1点目としてはこちらの厚労省のデータをご

覧ください。産後間もなく虐待によって命を落と
している 0歳児や 0カ月児が多く存在する現状が
あるということが挙げられます。
　そして 2点目としては、妊娠の迎え方に関わる
ものです。待ち望んだ妊娠、思いがけない妊娠、
あとは望まない妊娠などがあると思います。望ま
ない妊娠を迎えた妊婦さんの中には、やはり他人
に知られたくないとか、出産自体に葛藤があった
り、相談する動機付けが難しい方とか、あとは個々
に相談はしたけれど、支援上の良い経験を感じて
なかったという方もいらっしゃいます。そのよう
な方が信用して相談をしたり、その中でご自身が
尊重されていると感じたり、存在意義を感じたり
とか、その上で安全安心な養育を考えると思うま
でには、やはり相当なプロセスが必要になります。
一方で当院も含めて、一般的な出産の入院期間は、
正常分娩 5日、帝王切開 7日になります。このプ
ロセスに入院してから取り組むというのではかな
り遅いので、できる限り入院前の外来の段階から、
生活課題を抱えた妊婦さんと出会うということが
必要になってきます。
　当院では、産科の助産師さんが初診もしくは 2
回目の再診時に、特定妊婦の項目も含めたスク
リーニングというものをやっています。そこで要
支援となった患者さんについて週 1回の多職種カ
ンファレンスを行っています。基本的には医師や
助産師からソーシャルワーカー会議への依頼が来
ます。けれども、中にはソーシャルワーカー側か
ら気になる妊婦さんをアウトリーチしてワークマ
ネジメントをする、そういうこともあります。
　特定妊婦も含めた 4つの課題をお示ししたいと
思います。まず一つが若年妊婦、つまり 10 代の
妊娠の方です。ここでまず課題になるのは、未成
年で身体的にも精神的にも未成熟な場合に、生ま
れてくる子どもに視点を置いた意思決定がたいへ
ん難しいということがあります。また、妊娠経過
の中で、DV関係であるとか、性的虐待に近いよ
うな状況であったと疑われるといったような課題
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もあります。周囲の大人も、妊婦さん自身もその
ような状況に気付けない場合もありますし、医療
機関もそれを見過ごしてしまうというリスクを抱
えています。また、教育保障の課題があります。
2015 年の文科省の調査で、妊娠した高校生が通学
継続を希望したけれど、自主退学を促されたケー
スが 32 件あるといった報告もあります。問題を
起こした生徒という扱いで教育を受ける権利をな
くすということは、やはり生活力の獲得を困難に
させたりとか、就労に不利になったりという貧困
の連鎖にもつながるといわれています。やはり排
除のスタンスではなく、中長期的な視点で妊婦さ
んと子どもを支援するという視点が必要になると
思います。医療ソーシャルワーカーとしては、若
年妊婦さんに対して保護されるべき存在かつ、こ
れは決して押し付けるものではないのですけれど
も、母親としての役割獲得も必要な存在という 2
つの視点で関わっています。
　支援の最後の部分に書きました、さまざまな養
育の形、特別養子縁組を選択されるという方も最
近、増加しています。今日はここは深めませんが、
産んで次に託すという選択までのプロセスに、医
療機関のソーシャルワーカーも関わり始めていま
す。よって、預けた後の実親支援に関わる必要性
をやはり感じるのですけれども、この部分がなか
なかできていない現状もあります。
　次に未受診、飛び込み分娩についてです。未受
診といっても、陣痛が来て初めて受診して院内で
ご出産をされる方、あとは自宅で産まれて、へそ
の緒が付いた状態で入院をされる方、あとは車中
分娩の方とか、さまざまな方がいらっしゃいます。
そういった場合にソーシャルワーカーは、5日か
ら 7日という短期間で情報収集とアセスメントと
支援の継続先選定を行っています。未受診の理由
については、貧困とか、妊娠出産という命に対す
る理解、認識の乏しさであったりとか、あとは出
産自体に迷う中で、堕胎の費用がなくて出産を迎
えることになった方など、背景はさまざまです。

そういった方が入院した際に、医師とか助産師は
母体、胎児の危険を理解してもらうために、かな
り厳しい態度で接する場合が多いのですけれど
も、ソーシャルワーカーは本人が医療者の話を聞
いてどう感じ、どう考えたかというところをアク
ティブかつ支持的に伺い、受診できなかった生活
上の課題を共有しています。ただ、ここではやは
り未受診というのが胎児虐待の 1つでもあるとい
うシビアな視点と、あとは社会的支援を必要とす
る要支援妊婦さんなのだという 2つの視点を持っ
て、保健師さんや行政等と連携をしています。あ
と、特に新生児にきょうだい児がいる場合には、
きょうだい児、子どもたちの成長発達とか養育環
境の評価を関係機関に依頼するということもあり
ます。
　次に外国人、オーバーステイの妊産婦さんの支
援です。当院のある茨城県は、留学生とか研究者
のような合法の外国人の方と、あとはオーバース
テイの外国人の方が所属するコミュニティーも多
くあります。オーバーステイの方の場合に病院に
未収金が発生するリスクがあるので、おおむね社
会的な事情で国立の病院に紹介をされる、そうい
うケースが多いです。外国籍の妊婦さんの課題と
しては、そもそも出産の場所をどうするのか、ま
た、オーバーステイの方の場合は、日本の出産一
時金制度等が利用できないので、支払いをどうす
るのかとか、あとはどういった手続きが今後必要
になるのかという、情報リテラシーを高める支援
もしています。
　外国籍の子が生まれた場合、合法の場合は在留
資格とかの手続きが必要になりますが、そうでな
い場合には子どもの無国籍といった問題にも発展
をしてきます。医療機関でよく起こり得るのは、
オーバーステイの両親との間に生まれた子どもが
入院を必要とする、集中治療を必要とする場合で
す。そういった場合は、基本的には日本の医療福
祉制度の利用はできないのですが、人道的見地か
ら一時的な保険証交付を市町村に依頼することも
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度々あります。
　最後に 4点目として、周産期メンタルヘルスに
ついてお話ししたいと思います。産後うつについ
ては、ニュース等でも取り上げられる機会も増え
てきました。添付した東京都のデータにもあると
おり、妊産婦の異常死における自殺の割合という
のは非常に高くなってきています。産後うつの症
状がある場合に、母親、お母さんにとって精神科
的な救急状態について危機介入をして、支援を開
始します。主な課題としては、養育の中断である
とか、お母さん自身が精神科の受療に抵抗を示し
たりとか、あとは養育できないことについて孤立
感であるとか、自尊心の低下などが挙げられます。
加えて、お母さんご自身が養育を受けてきた経験
を想起することで、状態の悪化を招いたりとか、
あとは周囲の頑張れとか、母親なんだからしっか
りするようにというような、先ほど触れた母親役
割のメッセージを送り過ぎることでの悪化も起き
ます。
　産後うつの最悪のパターンは、お子さんと共に
心中をするということですので、これを防ぐと
いう視点で危機的状態のご家族を支援をしていま
す。具体的にはお母さんの病状とか服薬に合わせ
て、例えば母乳をミルクに替えるとか、家族で養
育プランの変更をするとか、あとは保育園に早期
利用できるように行政と連携をしたりといった支
援が考えられます。緊急性によっては、一時的な
母子分離を図らざるを得ないというケースも出て
きています。
　産後うつによる自殺については、当院でも過去
にお 1人の患者さんを亡くした苦い経験がありま
す。その反省から、産婦人科、精神科、小児科、
助産師、臨床心理士、ソーシャルワーカーが参加
し、週に 1回、周産期のメンタルヘルスミーティ
ングというものを行っています。もともと精神疾
患があって、ミーティングで話し合われるような
妊婦さんと、出産後の産褥婦を助産師から精神科
医につなげたり、あとはソーシャルワーカーが直

接養育の負担感とか生活の状況を伺って、地域に
養育支援を依頼しています。また、不如意で出産
した産褥婦で産後うつ状態にある方を地域の保健
師さんが発見した場合に、ソーシャルワーカーが
窓口になって、当院の精神科に受診できるシステ
ムも立ち上げています。
　そして虐待が予測される症例に対応するため
に、院内のシステムで、CAPSならぬTAPS、ツ
クバ・アビュース・プリベンション・システムと
いう院内組織が平成 18 年から立ち上がっていま
す。医学的な事象と周辺環境を含めて多職種でア
セスメントをして、児童相談所とか警察に通告、
通報する意思決定を行っています。職員 1人の主
観とか責任になるとなかなか声を上げにくいとい
うことも発生しているため、組織の意思決定とし
て虐待が疑われるケースに対応をしています。
　ここまで、院内システムの話をしましたけれど
も、やはり医療機関だけの支援では本当に限界が
あります。スライドに書いた要保護児童対策協議
会は、お子さんと家族を守る多機関連携を法的に
位置付けたものだと思います。当院としてもでき
る限り多職種で参加をするようにしています。こ
こでの医療ソーシャルワーカーの役割としては、
周産期の短期決戦の中で、母と子ども、そして家
族のリスクアセスメントをするということと、あ
とは支援チームの初期マネジメントを行うことか
なと感じています。
　多機関、多職種で支援する際に気を付けている
点としては、情報共有だけではなくて、協働して
アセスメントを行い、支援の方針をきちんと共有
することです。そして、より良い連携のために
は、顔が見える連携が重要とよくいわれると思い
ますが、それぞれの専門性や特徴、できることと
いう、つまりはソーシャルワークの腕の部分を見
せたり、さらには、各機関が支援方針も含め、何
に価値を置いて介入してるのかという倫理性や心
の部分もシェアできるような協働の形をしたいな
と思っています。ただ、実際は難しいこともあり
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ます。
　では、まとめに入ります。周産期における生を
つなぐ支援のまとめです。医療ソーシャルワー
カーとしては、3つのつなぐ支援をしていると考
えました。まずは、さまざまな葛藤がある中で、
変化する妊産婦さんの意向に寄り添って、意思決
定を支援していくことです。子どもの誕生という
ことについては、共に喜んで労をねぎらうことに
価値を置いています。
　2つ目は家族をつなぐ支援です。今後の話し合
いをしていると、子どもにとっての幸せなのか、
母にとっての幸せなのか、どちらが主語か分から
なくなるときがあるのですけれども、基本的には
やはり母児を軸にした家族システムを意識して、
家族を形成していく、あるいはこれから形成して
いくための支援を行っています。ただ、ここにも
書きましたように、中には望まない妊娠で子ども
がお腹にいること自体が苦痛であると感じる妊婦
さんとか、明らかに虐待のハイリスクの場合には、
産むこと育てることを別のものとして考えること
が必要な場合もあります。
　最後に院内チームから地域の多機関チームにつ
なぐ支援になります。個別の要対協とかケースカ
ンファレンスを通じて、多くの妊産婦さん、そし
て家族を支援する産後ネットワークづくりが、や
はり医療の分野、初期介入の段階でできることで
あり、また重要な役割かなと感じています。医療
機関のソーシャルワーカーは、やはり時間的・物
理的に短期決戦の中で支援を次の機関に託さざる
を得ない立場にあります。ただ、周産期について
は、突然の病気と違って妊娠期から前もって介入
することが本来は可能な領域になりますので、そ
のためにも妊娠、出産、養育について安心して相
談ができる場が地域にもっとできることとか、世
の中がそういうことを相談してもいいんだという
風潮になることを願っています。以上で、ひとま
ず私の発表を終わらせていただきます。ご清聴あ
りがとうございました。

有村　岩田先生、ありがとうございました。ちょ
うど 20 分前後ということで、時間どおりまとめ
ていただきました。ありがとうございました。引
き続きまして、今度は社大でもご講義をいただい
ております、清瀬でこの地に根を張ってやってい
らっしゃる、そして地域づくりのところからニー
ズを拾い上げて、さまざまな子どもの居場所づく
りなどをされています。よくご存じの方もおられ
ると思います。福本麻紀さん、よろしくお願いし
ます。

福本　フクモト社会福祉士事務所の福本です。よ
ろしくお願いします。30年前に日本社会事業学校
研究科を卒業して、本日このような形で社大に貢
献させていただけるのを大変うれしく思っており
ます。社会事業学校の研究科がなければ、今の私
がありませんし、そのときにお会いした先生方や、
ある一人の先生の強い影響を受けてここまで来れ
たということを非常に感謝しておりますし、お伝
えしたいことの一つです。では資料を共有させて
いただきます。
　この写真は、毎週木曜日、清瀬市の松山にあり
ます集会場で、夕方、放課後、子どもたちを集め
ておやつ作りをしたり、遊んだりしている様子で
す。彼はもう中学生になりました。この取り組み
について最初に、若干、説明をさせていただきた
いと思います。
　おひさまネットワークというボランティアグ
ループを 2014 年に組織化しまして、そこから居
場所づくりがスタートしました。スライド右側の
写真がその様子です。その集会場の一場面なので
すけれども、子どもたちが来て、めいめいに遊ん
で、手づかみでおやつを食べています。ここで何
を作っていたかも忘れてしまったのですけども、
右側上の隅にいらっしゃる男性は、バスの運転手
をされている方で、休みの日とこの活動曜日が重
なっているときに参加してくださっていた方で
す。右下は社大生ですね。真ん中上部も社大の委
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員の方で、左側上、上部の男性の方、内田先生です。
　このように居場所には子どもだけでなく、学生
やボランティアが参加してくれていました。多い
ときは 60 人ぐらい、少ないとき、ちょうどコロ
ナ禍、昨年の 2月ぐらいは 20 人ぐらいだったの
ですけれども、子どもたちが毎週毎週来てくれて、
遊んでいくというような形で定着をしていきまし
た。それを 2014 年に始めて、その次の年、また
別な拠点を特別養護老人ホームのデイルームを借
りて実施しました。さらに、その次の年は養護施
設を借りて本格的に子ども食堂を始め、その年に
また別な拠点を 1つ作り、学習支援も始めたとい
う形です。
　ここまで申し上げた部分がおひさまネットワー
クというボランティアグループの特徴となってき
たものです。それが昨年のコロナ禍、制限を受け
た結果、現在は公共施設での調理や食事作りとい
うことができなくなってしまったので、この松山
の木曜日の会場は私の自宅で昨年の 6月から行っ
ています。さらに、梅園で行っていたのは特養だっ
たので、もうかなり感染症対策が厳しくなり、お
借りすることができなくなったため、NPOが使っ
ている拠点の事務所を借りて行うようになりまし
た。ご飯の会、金曜日にやっている子ども食堂も、
私の自宅で行うことにしました。野塩に関しては
公共施設がもう使えないので、今現在、休止とい
うふうになっています。学習支援のほうも障害者
の入所施設も厳しく、児童養護施設の会場をお借
りするという形で、会場を変えて行っています。
さらに本来は誰でも、何十人でも来ていいといっ
た場所だったのですけれども、対象も密になると
いけないので、現在、私の自宅でやる場合は、特
定の子どものみを対象に行っております。
　本日、皆さんにある 1つの事例を中心にお伝え
したいと思います。今回、発表にあたって、子
ども本人と関わった、学生だった方に了解をいた
だいています。その子ども本人にあたるA君は、
今から 2年前に初めて会いました。当時は不登校

状態で、小学校 4年生だったのですけれども、こ
こに書いたように発達障害という診断も受けてい
たそうです。お母さんから頂いた文書の中に、服
にこだわりがあったり、極度の暑がりでしょっ
ちゅう暑い暑いと言っていたということがありま
した。さらに居場所ではそんなにみられないので
すが、家庭では人の嫌がることをやり続けること
もかなりあったようです。時には家族に対して暴
力を振るうこともあったみたいです。あと、ルー
ルが守れなかったり、ご飯よって言ってもなかな
かご飯の席に着かなかったりすることもあって、
家族は非常に困っていて、医療機関を受診し、さ
らにお母さんも受診をされるというような状態で
いらっしゃいました。
　A君に会えたのはスクールソーシャルワーカー
の紹介がきっかけですね。そこの当時のスクール
ソーシャルワーカーは、自分が抱える子どもを居
場所につなげることを積極的にやってくださって
いました。集団が苦手だろうということでしたが、
学習支援の学生さんとほぼ個別な会話ができてい
たので、学習支援の現場だったら来られるんじゃ
ないかということで、おひさまの勉強会に来るよ
うになりました。
　お母さんが車で連れてきて、車で待機している
ような体制で、本人は一旦中には入れました。け
れども、もちろん勉強するということには全然つ
ながらなくて、走り回ったり、一応UNOなんか
を持っていっていたので、UNOをして学生と遊
んだりということをしながら、少しずつその居場
所に慣れるようになったらいいなということで、
個別な対応をしておりました。2、3回、3回ぐら
いでもう来られなくなりましたね。それで、会場
からぱっと飛び出してしまうこともあるからとい
うことで、お母さんは会場の外に待機していても
らって、大学生もボランティアで個別に付いてい
てもらったのですけども、継続は厳しかったです。
　それ以来、1年間会うことがなかったのですけ
ども、会うことがなかったというか、声を掛けて
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もなかなか来られないという状況でした。それで、
昨年、2020 年の 4月に連絡をしてみました。そう
すると、病院以外、全く外に出られていないです
というお話でした。お買い物どころか、出られて
いない。会ったときは本当、顔も真っ白な状態で
した。そこで、訪問して居場所につなげられない
かということで、大学生のボランティアと一緒に
訪問することになりました。
　そこで、B君という、その当時、大学 4年生の
学生と一緒に行きました。B君は大学 1年生のと
きから、市内 5カ所の子ども食堂に、月、水、木、
金、参加するほど非常に熱心な学生でした。彼を
誘って訪問に行きました。初めは一人で行っても
らえないかと聞いたら、とても一人じゃ無理です
ということだったので、一緒に行ってボードゲー
ムをして遊ぶということになりました。なぜ 1人
で行ってもらった方がいいと考えたかというと、
私が、50代の女性が行って、小学生男子と向かい
合って楽しく遊ぶというのが、本人、そんなに喜
ぶかといったら喜ばないだろうということで、最
初、大学生一人でどうだというお願いをしたわけ
です。でも、結果としては、1回目だけ一緒に行
きましたけども、2回目、3回目は、B君 1 人で
訪問することができるようになりました。そのう
ち、A君がおひさまに行ってみたいと言っていま
すという連絡を受けました。
　左手の写真がうちの自宅で遊んでいる様子で
すけども、後ろ姿の子がA君ですね。大学生が
向かいで何か遊んでいます。毎回キャッチボール
をしていました。一対一のキャッチボールはでき
るけど、カードゲームにはなかなか参加しなかっ
たです。参加をすることもありましたけど、まず
は自分ができそうなのに少し参加するという状態
で、部屋でくるくる回ったり、バスケットボール
をしたり、体を動かしていることが多かったです。
家の中でバスケットボールするので、ドタンドタ
ンと音がします。
　B君とは LINE 交換をしていて、直接、今日、

居場所に来る、来ないっていう連絡をしてくれて
いました。B君は、ここの居場所だけだと顔が真っ
白白なので、外に連れていきたいというのがあり、
公園や児童センターに誘うようになりました。B
君が 1個ぐらい行きたいと言って、2人で遊びに
行くということも何回かありました。
　ところが、夏になると、B君も 4年生ですので、
いろんな実習等が入ってきて、おひさまに来るこ
とができなくなりましたので、すごく心配してい
ました。B君が、自分がいないとA君が遊びに来
ないんじゃないかということも言ってました。A
君は休むこともあったのですが、B君がいないの
を分かっていても、おひさまに来ることができて、
他の大学生とも遊べるようになっていました。
　すごく極端になるのですけれども、A君は動物
を、怖がります。うちにいる犬がちょろちょろっ
と来ると、走って逃げるような状態でした。でも
そのうち、秋口の初めに誘ったのですが、芋掘り
にも参加できて、嫌とか言いながらも、ほんの少
しでしたが、芋掘りにも参加できるようになって
いきました。
　大学生の B君は今年の 3月に卒業します。し
かし、その大学生の B君との密着した仲いい関
係がないといられないんじゃないかと思っていた
ことはまるで杞憂で、自然と居場所になじんでき
て、現在は家の前の公園などでボール遊びをする
ことができるようになりました。でも、B君がど
のような特別な対応をやっていたかというと、何
でもないんです。キャッチボールしながら、いい
ね、いいねとか、やったねとか、面白いねとか、
すごいねとか、そういう応答をやっていただけな
んですね。つまり遊んでいたということだけなん
です。A君は、最初は自宅にお弁当を届けていた
のですが、そのうち木曜日だけじゃなくて、金曜
日の夕食の会もいつの間にか来られるようになり
ました。来てはちゃんばらごっこやって、これも
大学生の数が増えたので、男子の大学生を中心に
ごっこ遊びをしたりするようになっています。男
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子大学生をつかまえて、A君主導で、例えば、自
分が殿様状態になって遊びをしだすっていうこと
をやっています。大学生が言うには、A君のおも
ちゃが増えたねというふうに言っています。
　A君はおひさま勉強会にも、以前来ていた勉強
会にも、B君がいるなら勉強道具を持って参加し
たいと言って参加しだしました。これの声掛けも
私が声を掛けたわけじゃなく、大学生がおひさま
の居場所の遊びの中で、勉強をちょっとやってみ
る？みたいな声掛けをしたのがきっかけです。現
在は学校に週に一度行くことができているそうで
す。ちょうど一昨日の金曜日ですけども、普段は
お母さんが車で送ってくれるのですが、その日
は送れなかったみたいで、私のとこに迎えに来れ
る？と聞く電話が本人からかかってきました。で
も今日はご飯を作っているから迎えに来るの遅く
なるという話をしたら、3時半に来てくれないと
困るって言うんですよ。なんでそんな困るのと
言ったら、単に早く行きたいからということでし
た。その後すぐ、福本さんが迎えに来られないか
らバスで行くと言ってるんですよと、初めて言え
た、一人で外出しようとしていますと、お母さん
からうれしそうな電話がかかってきました。この
A君、B君の事例については、なぜこの話をした
かということを後半にお伝えしたいと思うのです
が、おひさまの居場所にはこういうような子ども
たちが来ていました。
　子ども家庭支援センター等が要支援家庭、ある
いは要保護家庭として対象にしているような子ど
もたち、こういう子たちとつながれたのも、スクー
ルソーシャルワーカーがつなげてくれた結果で
す。その中で子どもの声が聞こえてきました。住
まいがないとか、カフェで働きたいとか、高校に
行きたいとか、ガスが止まってお風呂に入れない
とか、朝も昼も食べてないとか、そういうような
声が聞こえてきました。
　そこで、私の取り組みを若干ソーシャルワーク
という言葉で昨日、整理してみたところ、まず居

場所づくりが先だったのですね。取りあえず、子
どもたち集めてなんかしようという感じで私は
やっていったら、その中には障害のある子もいた
りして一緒に遊ぶようになったり、ご飯食べてい
ないとか、あるいは親の帰りがすごく遅い、夜帰っ
てこなかったとか、そういう心配なお子さんを早
期発見してつないだりしてきました。あるいは、
自由に遊んでいいよと、ここは強制の場じゃない
ので、そのとき来たいと思えば来られるし、来た
くないと思えば来なくていいっていう形で、学童
保育とは違うのですね。子どもの主体性を尊重で
きる場所としてまずは始まりました。
　その中から早期発見したような事例に関わって
いくうちに、特に発達障害、不登校の子どもたち
がなかなか居場所になじめず、そのうち来なくな
ることに気がつきました。そこで、そういう子た
ちを対象にした居場所として、新たに梅園や野塩
に場所をつくって、あるいは食が十分でないとい
うことで子ども食堂をやったり、学習支援を行っ
てきたりしました。また、公園で寝泊まりしてい
る社会的養護出身の若者がいたので、その子のた
めに助成金を使って 1年ほどシェルター事業とい
うのも行いました。
　さらに個別支援として、私だけがやったわけで
はなく、ボランティアスタッフも含めて行うので
すけども、例えば、中学生で、お母さんが入院し
てしまって、一人親家庭でという状況のおうちに
買い物を一緒にしてあげたりとか、バイト先を紹
介してあげたりとか、これは私のうちで生活保護
の申請の手続きをお手伝いするということも行い
ました。それで、個々の事例、個々のニーズに即
した支援の展開だったのですが、主としては、地
域の中にたくさん居場所をつくって、地域の住民
全体で子どもを育てていこうという意識を作って
きました。結果として、要は子どもだけではなく、
地域の福祉力全体が向上するということを目的に
行っています。最初の目標としては、小学校区に
1つ居場所ができたらということだったのですが、
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現在、それはクリアできました。さらに学校、自
治体に一つとか、団地ごとに一つの居場所をつく
ろうという目標を掲げています。
　現在は、南口に子ども食堂が集中している、偏っ
ている状況なので、北の方にどんどんつくりたい
と思っています。そこで、ボランティアの養成講
座を行ったりしながら、これまでスライドでお示
ししたように子ども食堂を増やしてきました。こ
れは数の推移です。2020 年はコロナの影響で減っ
ています。コミュニティーワークという手法を
使って子ども食堂を組織化して、連絡会やネット
ワークを組織化して、その連絡会として制度に反
映させるというのを意識して行っております。子
ども食堂だけをやっているわけではなく、NPO
や生活困窮者の相談窓口等も一緒に行っておりま
す。これは貧困の格差の解消のためのコミュニ
ティーワークの私のイメージなのですが、お話し
したような格差解消だけではなく、全ての地域の
福祉課題を解決する手段の一つとして、このよう
なプロセスを考えて行っています。
　そこで、本日のテーマですけども、ソーシャル
ワーカーが『命を歓ぶ』というのはどういうこ
とっていうのを一生懸命ひねり出して考えてみま
した。私としては人であることを尊ぶ、というこ
となので、目の前に私が接した方に関してはやる
ということですね。そこで何をやるかということ
なのですが、役割を超えて自分の社会資源を最大
に活用する。例えば、社会的養護出身の若者に
会った場合は、多分、自分の自宅の 1階に一時的
に、本当、性的加害を受けるほどひどい大変な状
況だったので、入院するまでうちにちょっと寝泊
まりしてもらうとか。あるいは壮絶な体験をした
若者がいて、本人はお金がないということに困っ
ていると訴えるわけです。お金がないということ
を解決するのが本来の解決じゃないのですけど
も、いくばくかのお金を貸すということもしまし
た。さらに、未成年後見人を今、受任しているの
ですけども、一時的な居所となった、グループホー

ムがちょっと権利侵害を行うようなところだった
ので、自分の自宅に引き取るというようなことも
行っています。
　じゃあ、寄り添うということはどういうことか、
ですけども、今、ボランティアの学生がうちに、
登録数で 40人ぐらいいて、実際 10人とか、たく
さん来てくれています。忙しいのだったら、他を
優先したらと言うと、おひさまは癒やしだから来
たいんですと言うんですね。最初にいたB君、彼
はなぜ子ども食堂一色だったのかと聞いたら、僕
に父親がいたら、多分、子ども食堂に参加してい
なかったと思いますと言っていました。私自身の
当事者としての意識は、一市民、保護者としての
一市民として、この地域にいるということです。
同じ地域に住んでいる子どもであれば、何とかし
たいというのが、私としての当事者意識ですね。
寄り添うというのは専門職として寄り添う、100
パーセント専門職として寄り添うのではなくて、
自分の中の当事者の部分があるから、やはりそれ
が大事です。想って寄り添う、それでないと寄り
添えないんじゃないかっていうのが私の今回の
テーマに対する答えです。以上で発表を終わらせ
ていただきたいと思います。ありがとうございま
した。

有村　福本さん、どうもありがとうございます。
お 1人あたりの時間が短くて、本当に申し訳あり
ませんでした。それでは続きまして、高橋亜美さ
んにお願いしたいと思います。私は毎年、子ども
虐待防止オレンジリボンたすきリレーというイベ
ントで裏方をさせていただいており、それほど目
立つ存在ではなく、皆さんに書類を渡したりとか、
いろいろなお願いしたりという役目をしていま
す。打ち合わせの時に、高橋さんがそういう私を
覚えていていただいたというので、びっくりしま
したけれども。早速、お話をお伺いしたいと思い
ます。よろしくお願いします。
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高橋　ゆずりはの高橋です。よろしくお願いしま
す。私、社事大の卒業生で、二十何年前だ、25年
ぐらい前に卒業したのですけど、まさか社事大で
自分がこんな立場で話をするときが来ようとは、
という思いでいます。私、社会事業大学に入学し
たきっかけというのが、地元が岐阜だったので、
まず東京への憧れがあって、東京に行きたいとい
う東京に行く理由で大学に進学するとしても、そ
れから、学費がなるだけ安く済むというのと、あ
と、自分の苦手科目の受験科目がないところでと
いう、なんかそういう消去法でやっていったら、
社事大が一つ候補にあったというのがあります。
　そんな動機で社事大に入学してしまって、それ
で結構苦しい 4年間を過ごしました。間違って入
学しちゃった、みたいな思いでした。今もそうだ
と思うのですが、その当時、社会事業大学に来る、
入学して学んでいる人たちというのは、本当に福
祉を学びたいというそういう志の下で来ていまし
た。その志が全くない自分が入っちゃって、全然、
何ていうか、きちんと学生ができませんでした。
大学生のときに大学で不祥事を起こして、1年間
停学になったりとか、その当時は、社会事業大学
で 1年間停学になったやつなんていない、みたい
なことを言われたこともありました。このように
いろいろがある私がこうやってお話しさせてもら
うということですみません。でも、巡り巡ってこ
んなときが来たという意味でうれしいです。
　私は今、ゆずりはという場所で、社会的養護を
巣立った人たち、児童養護施設や里親家庭などを
巣立った人たちを対象にした、相談事業をしてい
ます。もともと、ゆずりはを始める前は自立援助
ホームの職員として 9年間働いていました。自立
援助ホームは皆さん、ご存じだと思うのですけど、
児童養護施設や里親家庭で暮らす子どもたちと同
様に、虐待や貧困などの理由で家庭で暮らすこと
ができない子どもたちが、グループホームのよう
な形態のホームに来て、そこで働きながら暮らす
という場所です。そこで私は、そこにたどり着い

た、そこしか生きていく場所がないという若者た
ちと、衣食住を共にしながら一緒に生活すること
で傷ついた心と体を少しでも回復、元気にしてい
くという、元気になれるといいなということを
やってきました。
　今日、私、あれもこれもと話したいことがあり
ますが、いただいた時間が 20 分と短いです。自
分があすなろ荘という自立援助ホームでやってき
たことというか、そこで出会った子どもたち、出
会った若者たちと一緒に生きていくことで、いっ
ぱい気付かせてもらったりとか、学ばせてもらっ
たりとかしたことがありました。そして今、施設
を出て大人になっても、子どものときに受けた苦
しみによって、生きていくことが 20 歳になって
も、30 歳になっても、40 歳になってもしんどい
という、苦しい、働くことができない、そういう
人たちが今、たくさん、ゆずりはに相談に来てく
れています。そこで今日は、ゆずりはで出会った
人たちとのやりとりの中で、自分が感じたことと
か、こんなことがあったよということをちょっと
ずつでも、現場の声じゃないですけど、伝えられ
たらと思います。あと私、学術的なこととか、数
のデータとか、そういうことは全く苦手なので、
ともかく出会いの中で自分が感じてきたことを伝
えさせてください。
　私、今日、話す題名を、『「生きてきてくれてあ
りがとう」安心と楽しいを一緒に育む』としてい
ます。この『生きてきてくれてありがとう』って
いう言葉は、あすなろ荘、自立援助ホームで働い
ていたときに、子どもたちとのやりとりの中で「一
緒に見つけた言葉」みたいな言葉で、すごく自
分が大切にしている言葉です。よく生まれてきて
くれてありがとう、命をありがとう、みたいな言
葉がすごく言われると思うんですけど、それはそ
れでとても大切な言葉だったりメッセージだと思
います。しかし、私が自立援助ホームで出会って
きた子どもたちの全員、全て、出会ったといって
も 9年いたから 60 人、70 人ぐらいの子どもたち
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なのだけれど、一緒にホームで暮らしてきた子ど
もたち全員が、自分は生まれてくることを望まれ
ていなかったとか、自分のことを一番無条件で愛
してくれるはずの親や家族から愛されてこなかっ
た、大切にされてこなかった経験を持ちます。だ
から、自分なんて生まれてこなければよかった、
あるいは、こんなに暴力を振るったりとか、おま
えなんか産むんじゃなかったみたいなことを言っ
てくるくせに、なんで自分を産んだんだ、みたい
な、そういう怒りだったり、怒りの裏側にある悲
しみみたいなことをいっぱい伝えてもらいまし
た。そういうやりとりの中で、生まれてくれてあ
りがとうとか、なんかあなたの命を大切に、みた
いなこと言われても、ほんと腹立つとか、よく分
かんないんだよね、みたいなことをやりとりする
ことがありました。
　私のいた自立援助ホームに、男の子 3人、女の
子 3人の子どもたちが一緒に暮らしていました。
その子たちが夜ご飯かなんか一緒に食べていると
きに、よく施設あるあるみたいな、虐待あるある
みたいなことでちょっと盛り上がって話すという
場面がありました。私はご飯の片付けをしながら、
そういう暴力、親にやられたよねって、ああ、そ
れそれ、みたいなことを子どもたちが話している
のを聞いていた中で、とても忘れられないやりと
りがあります。一番生きていてしんどい、苦しい
と思うときってどういうとき？みたいなことを子
どもたちが話し始めたときに、1人の子が、それ
は絶対あれだよねと言うとみんなもそうそう、あ
れだよねと言っていました。あれって何だろうと
思って背中で聞いていたら、朝起きたときが一番
めっちゃつらいよねという話をしていたんです。
朝起きたときに自分が今日も生きている今日も生
きなきゃいけないということがすごくしんどいと
いう話でした。子どもたちにとってはあるあるで、
それな、それな、みたいな感じで、すごく共感し
合っていたというやりとりがありました。夜寝る
ときに、このままずっと朝まで目が覚めなければ

いいのにと思って夜寝て、それで起きたら、ああ
生きてたという感じです。命が大切とか命を喜ぶ
とか、そこから本当に遠いというのでしょうか。
私はそのやりとりを聞いて、それはその子たちの
せいではなくて、命とか生きていることを、苦し
いもあるし、憎んでさえいるみたいな、そんなふ
うにも感じました。
　そんなときに、あなたが今存在するきっかけと
して、あなたを産んだお母さんが実はどんな気持
ちであったのかと考えます。お母さんの中にも本
当は愛したいがあったり、いろんな理由が重なっ
て愛したいけど愛せない気持ち、暴力振るいたく
ないけど振るってしまうとか、いろいろある。そ
れは置いといてというか、生まれてきてしまった
のはもうしょうがない、でも今日、今、生きてい
るのは、親が産んだからじゃなくて、生きてきた
からこうやって今、ここにいて出会えているよね
ということです。だから、生まれてきてくれてあ
りがとうは、私はよく分からないけど、でも、生
きてきてくれてありがとうということは、心を込
めて言いたいよというようなやりとりをしてきま
した。このように、何だか「命」とはと思ったと
きに、そんなエピソードを私はいつも思い出して
います。
　そして『生きてきてくれてありがとう』と同時
に『安心と楽しいを一緒に育む』というのがあ
ります。私は虐待を受けたり、本当に苦しい生い
立ちを抱えてきた人たちとのやりとりの中で、大
切にされてこなかった経験の積み重ねで生きてい
る人たちのしんどさを目の当たりにすることで、
やっぱり大切にされていないということが、誰か
から大切にされるということがないと本当に、何
ていうか、生きてきてよかったというものも育ま
れないということを思います。その子を大切にす
るということをすごく大事にしてきたのだけど、
大切にするといってもなんだかいまいち、大切に
するってどういうことだろう、みたいに感じます。
そのことでもいろいろ話したいことがあります。
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とにかく大切にするというと、よく分からなくな
るのですが、楽しい時間を一緒に過ごすとか、安
心を一緒になんか見つける、みたいなほうが、大
切というよりも自分の中ですごくアイデアが生ま
れます。楽しく過ごすでいいんだ、楽しく一緒に
過ごせるということが安心の芽生えになったり、
自分はすごく大切に思われているということにも
つながるんだということもホームでの生活で気付
かされました。今も支援という言葉も嫌なのです
けど、ゆずりはで相談業務をする中でも、私たち
真剣に一生懸命、真摯な気持ちで相談者の人と向
き合うということをもちろん大事にはしているの
だけれど、その中にいつでも楽しいがあるような
やりとりをしたいなと思っています。自分がいつ
もとにかく大事にしていることなので、それをう
まく伝えたいと思いました。
　自立援助ホームで子どもたちと一緒に生活する
中で、施設を巣立った後、その後また虐待のトラ
ウマを抱えて、それによる精神疾患などを抱えて
生きていくので、親や家族を頼ることができない
子どもたちに出会いました。また、自立援助ホー
ムの子は特に当時も学歴が低いとか、表からは見
えづらいいろいろな目に遭い、たくさんのハン
ディを抱える中で、一緒に暮らしてきた方たちの
中でも自殺して命を亡くしたりとか、望まない形
で妊娠出産をしてしまうだとか、好きでもない人
と経済的な理由で一緒に暮らし、その人から暴力
を振るわれるとか、あと働く、仕事も本当にブラッ
ク企業と呼ばれるような就職先しかないという状
況もあります。一緒に生きてきた子たちがそうい
う、当たり前に安心して生きていくということと
はほど遠い状況に置かれているのを目の当たりに
したことで、施設を巣立った後も大人になっても、
何歳になっても、困ったときに、困りそうなとき
に安心して困っているんだと相談できる場所をつ
くりたいという思いから、ゆずりはの立ち上げに
至りました。
　もともとは自分のホームを巣立った人たちのア

フターケアをやっていくところから始まったんで
すけど、今は、ゆずりはには東京を中心に全国さ
まざまな施設を巣立った人、里親家庭を巣立った
人がつながっています。あと、相談者の中には、
スライドに書いたように、社会的養護で保護され
るのが必要だったにもかかわらず、発見されない
まま、保護されないままずっと、例えば、性的虐
待とかネグレクトとか、非常に発見しづらい虐待
を受けてきた人たちが大人になってやっと逃げて
こられた、そういう社会的養護が必要だった人た
ちからの相談もとっても多くなっています。
　私たちは困った状況にある人が安心して相談で
きるということに加えて、抱えさせられた問題
について、以前は解決しようとしていました。解
決する、なくす、みたいな感じです。だけど、本
当に解決しきるというのが何なのかも分からなく
なってきて、向き合う、一緒に向き合っていくこ
とを大切にしながらやっています。伴走型支援と
書いたのですが、生活保護の申請に一緒に行った
りとか、そういう同行だとか、弁護士の相談が必
要なときは弁護士のところ一緒に行ったりとか、
そのようなもろもろをやっています。
　ゆずりはの場所で、伴走支援を一人一人から相
談をもらって、その人に応じた、会いにいって、
一緒に手続きするということを中心にやりなが
ら、ゆずりはすごく小さな場所なんですけど、こ
の場所を拠点にしてサロンだったり、高卒認定の
学習会などをやっています。また、フルタイムで
働くことが難しい人たち、生活保護を受けていた
り、障害年金もらっていたりとか、あと人が怖い
と、人とのコミュニケーションが怖いという人た
ちもたくさんいます。ここで安心できる人との関
係の中でだったら働けるという子たち、人たちは
いっぱいいるので、一緒にジャムを作って売るみ
たいなこともやっています。その他、虐待してし
まった親のプログラムであるMy Treeなどもやっ
ているのですが、今回はお話する時間があんまり
ありません。
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　あと、私たちアフターケアといったら自立、自
立って、なんか本当にばかの一つ覚えと言っちゃ
いますけど、それ、自分への気持ちも込めてだけ
ど、自立という言葉が本当にとても強いプレッ
シャーになっています。自立を目指すとか、ある
いは自分はもう自立したのだからもっと頑張らな
きゃいけないとか、この程度のことで相談したら
駄目だ、みたいなふうに追い込まれている。自立
支援とか、とにかく自立という言葉によって、す
ごく苦しんでいる人たちとのやりとりがありま
す。私は、自立するために私たち何ができるかと
いうよりも、孤立しないために何ができるかと、
独りぼっちじゃないよっていうことを、安心して
暮らしていこうよということを育んでいくため
に、何ができるかということを考えていったほう
がしっくりくるので、自立はさようなら、みたい
な気持ちで今やっています。でも、自立支援の本
とか自分も書いているから、ちょっと嫌なのです
けど。すみません。
　これはあすなろ荘の自立援助ホームのときから
ですが、ゆずりはで自分が本当に相談者の人た
ちとのやりとりをする中で、なんだかこういうこ
とを大事にしたいなと、いろいろ見つけたことが
あります。まず安心、そして、自分が相談者の人
に対しても正直であること、ありがとうという気
持ち、楽しいということのやりとりを、大事にし
ています。私は正直に言うと、相談してくれた人
とかには自分がしんどいときはしんどいと伝えた
い。あと、やはりすごく苦しんで生きてきた人た
ちだから、とても攻撃的な言葉を言われたりする
こととかもあるのですよね。そういうときに、そ
うやって言われると腹立つとか、嫌だ、みたいな
ことも言っていいんだということで、安心してバ
トルするというか、けんかするというか、そうい
うやりとりも大事にしています。話をしているう
ちに、もう時間来ちゃいました。動画を見てもら
おうと思ったのですけど、時間が来たので今日、
動画はやめます。

　それで最後、『安心と楽しい』というところで、
こんなやりとりがありますよということをちょっ
とご紹介します。『ゆずりはの神 7』って書いてい
るのですけど、ゆずりはに相談してくる人は、相
談してつながって、みんな、ずっとその関係が続
いていきます。その中でも神 7的なすごいクレー
マーもいます。クレーマーって言うと怒られる
な。もうすごく絡んで、絡んでくる人たちがいて、
その人たちとけんかもするし、一緒にご飯も食べ
て、そういう関係を育みながらやりとりしていま
す。その中で、『ぱく』というあだ名なのですけど、
こういうメールがいろいろな人から来ます。
　『こいつむかつく』とは私のことです。『こいつ
むかつく』、『あみさんも』、亜美さん、私です。ベッ
キーはうちのスタッフです。『ベッキーもメール
無視する』、『殺したいくらいむかつく』、『おまえ
らころしたる』。こういうメッセージが来るので
す。殺すなんていうのもあります。あと、メール
を無視しても送られて来るのですけど、1日にう
わあって 100 通ぐらい送ってくるので、そうなる
ともう返しません。お返事しません。そうすると、
おまえら、殺したるといわれます。そこで私はこ
の人にどういうふうに返信するかというと、うん
こマークだけ送って返信するというやりとりが
あったりします。全ての人にそうではないんです
けど、これも『ぱく』との安心な関係が基盤にあっ
ての、うるせえというつもりでうんこというだけ
なんですけど、こんなやりとりもあったりします。
　あと、『殺す』、『おまえのこと殺す』、『しね』、
『殺す』ということに対しても本当にこっちもむ
かついてくるから、『まじ』、『うぜえ』っていっ
て、またうんこマーク送りました。あと、『プロ
フェッショナル』って番組に出ちゃったときも、
『プロフェッショナル放置支援者』って来て、電
話も全然返事してくれないといって、『夕方かけ
る』、『まっとけ』と返信し、また『くそばばあ』、『放
置支援者』とか、ヤブフェッショナルってすごい
言われまくっていました。でも、こういうときに、



－ 47 －

『ごめんなさい』って最後、来たときに、『いいよ』
と返すということをやっています。
　それが何だと思うかもしれないのですけど、私
は支援者って最後、支援が支配になっちゃうとき
がすごくあると思うのですね。さっき初めに直子
先生の話でもあったと思うのだけど、良かれと思
うことで指導的になったりとか、この人のために
というのが、ものすごく支配的なやりとりという
ふうに思わせちゃうということがあると思ってい
ます。私はそれは自分にも、そういうやりとりの
中で思いがけず支配的な言葉掛けとか、対応だっ
たりをしてしまっているかもしれない、してしま
う可能性が私たちはいつでもあるということを忘
れずにいたいなと思って今、この仕事をしていま
す。
　支配に意識的になることというふうなのと、あ
と、こういううんこマークのやりとりも、こん
なやりとりどうなのと思う人もいるかもしれませ
ん。ただ、そういうやりとりの中に、これが正し
いとか、虐待を受けてきた人を解離性何とか何と
か障害があったらとか、性虐待を受けていたらこ
ういうふうな人には言葉掛けをしなきゃいけな
い、みたいな、なんか全部答えがあって、やりと
りに答えがある、みたいなふうにされてしまうの
も、私はそういう支援とか福祉というのはとても
窮屈だなという思いがあります。話は、途中です
けど、時間が来たので、以上にします。ありがと
うございました。

有村　どうもありがとうございました。うんこま
で出ると思わなかったので驚きました。それでは
すいません、時間が結構ぎりぎりになっているの
で、本来、10 分間休憩を取るつもりでしたが、5
分間だけ取りましょう。学生の皆さんには休憩の
後、ご質問いただきます。シンポジストの方々が
応答できる時間は短いので、コメントも含めて、
各シンポジストの方への、こういうとこが良かっ
たといった感想と質問をお願いします。それでは、

短くて大変申し訳ありません休憩を取りましょ
う。

有村　それでは、休憩時間が短いのですが、時間
になりましたので、再開をしたいと思います。わ
れわれに残された時間、あと 25 分です。ここか
ら時間のマネジメントをしっかりしていきたいと
思います。まずは在校生のお 2人からコメントを
いただければと思います。いろいろお話したいこ
とがあると思いますが、目安として 3分、長くて
も 5分でお願いできればと思います。よろしくお
願いします。では、根岸さんからお願いします。

根岸　こんにちは、学部 4年の根岸と申します。
よろしくお願いします。まずは本日とても貴重な
お話を、お三方、ありがとうございました。そう
ですね、正直、このお三方のお話を聞いて思っ
たこととしては、何でしょうか、今、自分が学生
であるという身分がとってもぜいたくで貴重なも
のなんだなというのをまず最初に感じました。今
回のテーマである「命」と寄り添うというところ
で、話題として子どもに関しての話題というのが
とても多かったなという印象を受けました。やは
り大学生という身分は、すごく子どもと関わるの
にちょうどいい年齢だなと個人的には思っていま
す。以前、僕は学習支援のボランティアをやって
いたりとか、今は一応、知的障害児の放課後等デ
イサービスのほうでアルバイトさせていただいて
おり、大学生という身分だからこそ、子どもと関
わるときに、子どもと同じような気持ちで接する
ことができるということと、子どもと年が近いか
ら、お兄さん、お姉さん的な感覚で一緒に遊ぶこ
とができるというのは、本当に、何というか、代
え難いぜいたくなことなんだなというのをあらた
めて感じました。
　一点、ご質問させていただきたいことがありま
す。岩田さんのおっしゃっていた周産期における
ソーシャルワークというところでは、周産期とい
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うことでやっぱり女性側の目線としてすごくたく
さんの支援の方策等について語っていただきまし
たが、周囲の家族としてというか、パートナーと
しての男性側にはどのような支援をするのかとい
うのが個人的に疑問に感じました。よければ後で
回答をよろしくお願いします。本日はありがとう
ございました。

有村　根岸さん、ありがとうございます。コンパ
クトにまとめていただいて、ありがとうございま
した。それでは、河野さんもお一言、3分、長く
ても 5分ぐらいでお願いいたします。

河野　改めまして、学部 4年の河野と申します。
本日は貴重なお話ありがとうございました。3人
の方々のお話を聞いて、全体を通して共通して感
じたことなのですけれども、ソーシャルワーカー
は結構、相談してくる方々にとって、相談してい
いんだなと思える、そういうきっかけになる 1人
だなというふうにあらためて感じました。
　結構、周産期の現場でも、それから子どもたち
の年齢でもそうだと思うのですけど、自分がこ
んなこと相談していいのかなとか、こんなに大変
な状況でも自分 1人で何とかするしかないんじゃ
ないかという思いを持っている方々が多いと思い
ます。そういう人たちも、これから、こういうふ
うに相談していけばいいんだなという、そういう
きっかけをつくることができるのがソーシャル
ワーカーの役割の一つなのかなというふうに感じ
ています。ここで相談が一回できて、それをしっ
かりソーシャルワーカーが共感したりだとか、そ
ういう支援の方法だとかを伝えられることで、こ
の先、相談してきた人が生きていく上でも、いろ
いろな人に頼れるようになるのではないかという
ふうに思っていて、そういうきっかけを作る、そ
ういう支援を私もしていきたいと思いました。す
ごく短くなりましたが、私はそれを強く改めて感
じました。本日はありがとうございました。

有村　ありがとうございます。学生お二人のご意
見をいただきました。短くはありましたが、伝わっ
た部分、それから受け止めてもらった部分、そし
てまた質問もありました。シンポジストのお三
方、それぞれにおかれましてはお考えだったりと
か、あるいは他のシンポジストの方々にお話しし
たいこともあるかと思います。時間は短いのです
が、学生さんのご協力も得て 20 分いただきまし
た。ですので、どうでしょうか、1人 5分から 7
分でお話をいただければと思います。では、あら
ためてお願いします。シンポジストのお話された
順番でお願いできればと思いますので、まずは岩
田さんからお願いしてもよろしいでしょうか。よ
ろしくお願いします。

岩田　根岸さん、河野さん、ありがとうございま
した。根岸さんから男性視点でのいい質問、いた
だきました。確かにそうですね。妊婦さんという
と、女性側の支援というところなんですけど、私
たちは、実はお子さんとかお母さんと関わりなが
ら、その背景にいるご家族も見ています。そのお
母さんが家族とどういうふうに関わっているかと
か、家族にどういうことをしてもらいたいと思っ
ているかとか、そういったこともお話の中から聞
いていきます。病院としての妊娠期の取り組みと
しては、例えば、お父さんとお母さんで一緒に子
どもを育てる、パパママ教室みたいなものをやり
ながら、夫婦でどうやってこれからやっていこう
と思っているかとか、どういうふうにお子さんと
接していくのかなというのを、医師や看護師が見
たりしています。そして、その関わりの様子を見
て、すごくよくできているところとか、こういう
ところでちょっともしかしたら何か支援が必要な
のかなというところをいろんな職種で見ていると
いう現状はあります。そこで、時々、先ほどお話
しした、例えば、DVの可能性があったりとか、
支配というのが、医療者、支援者の支配だけでは
なくて、家族の中でも支配の関係があるような場
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合には、家族を巻き込んで、病院にも来ていただ
いて、みんなでこれからどうするかという話し合
いをしたりといった場面も設けて、今、みんなで
同じ方向性を向いて育児とか養育ができるように
というところのコーディネートをさせていただく
ことは多いです。お答えになっていますか。

有村　はい。ちょっと学生さんと応答する時間が
なかなか厳しいんですが、でも、今のお答え、一
つ、チームとして見ていくということと、やはり
背後にある親御さんも含めて、向き合っていける
ようにというようなお話はよく伝わったところだ
と思います。他のシンポジストの方のお話を聞い
て、何か岩田さんが思われたことはありますか。

岩田　病院がやはりすごく異文化、異空間だなと
思っています。時間軸がとにかく早いというとこ
ろと、あとはやっぱり疾患中心に見ていくので、
どうしても食事の時間も決まっている、何をする
時間も決まっているという、病院の時間軸です。
もともとあった生活だったりとか、どうしてもそ
ういったものが見えづらいところが出てきてしま
います。ソーシャルワーカーとして大事にしてい
るのは、異文化、異空間の中でも、やっぱりその
人らしさだったりとか、生き方だったりとか、そ
ういったものを忘れないようにしたいと思ってい
ます。あと、好きなものとかを失わないように、
当たり前の生活感覚が入院とか病院に来ることに
よって失われないように関わっていくということ
がすごく大事かなと考えて日々やっています。
　お 2人のお話を聞いていて、伴走型ということ
をお 2人ともおっしゃっていて、共に一緒に進ん
でいくという、先を行き過ぎるでもなく、後から
ご本人に付いていくでもなく、共に支援者という
か、歩んでいくという、そういう姿勢というか視
点が皆さん、共通するところがあるというのはあ
らためて感じていました。

有村　どうもありがとうございます。できればや
りとりをして、深めていったりとか、お互いに気
付きを共有したりという時間を十分取れないのは
残念ですし、司会者としては申し訳ないところで
あります。どうもありがとうございます。それで
は引き続きまして、福本さん、お願いできますで
しょうか。

福本　根岸さんのご感想いただいて、まさにそう
だなと実感しました。貴重な大学生の時間を使っ
て、子どもだけではなく、地域の何でもいいので
すけども、ボランティアをしながらいろいろな地
域の人と関わるのも、大学生という立場で関わる
のと、専門職として関わるのとだと全く違います。
今の大学生という立場で地域のいろいろな人と関
わるということが、今しかできないことじゃない
かなと思いました。
　河野さんのお話の、ソーシャルワーカーに相談
したいと思えるようにすることが大切ということ
は本当にそうだと思います。けれども、相談室と
か相談場面という中での相談しやすさっていうの
ももちろん、1つなのですが、地域の中で専門職
にだけ相談するのではなくて、専門職以前の、専
門職以外にも相談できるような環境があればもっ
といいのではないかなと思います。居場所を通じ
て自分の家族以外の大人と接することで、地域に
対する、社会に対する信頼感があれば、より、い
ずれ何か困ったときに、ソーシャルワーカーに相
談してみようかなというハードルを低くすること
にもつながるのではないかなというふうに思いま
した。
　あとは岩田さん、高橋さんのお話を伺って、ま
ず岩田さんについては、本当に限られた時間や限
られた空間の中で、いかにソーシャルワークをし
ていくかというところが非常に合理的だなという
のを感じました。それからそれぞれの専門職同士
が専門性を持ってお互いの立場を尊重し合うこと
で、効率的な課題解決に進もうとしていることが
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システムとして素晴らしいなと思いました。
　私、自分のほうが、書籍とかいろいろなメディ
アで高橋さんを知っていたので、なんか勝手に知
り合いのつもりになっていました。お話の内容も
高橋さんらしいというか、高橋さんが今まで言っ
ていらっしゃるようなことをあらためて聞いて、
これだけの言葉の力というか、高橋さんのパーソ
ナリティーというか、例えば、研究をして何かを
まとめて発表することで世の中を変えていくので
はなくて、高橋さんの感じ方で世の中に訴えてい
く、そういう力が本当にすごいなと、何なんだろ
うというふうに今日、不思議に、またすごいなと
いうふうに思いました。以上です。ありがとうご
ざいました。

有村　ありがとうございます。今の最後のお話受
けても、もう少し、あと 1時間欲しいなというの
が正直なところです。どうもありがとうございま
す。最後、高橋さんにお話をお伺いしたいと思い
ます。その前に 1つだけ質問が来ています。質問
は相談者の距離についてです。先ほども等身大で、
ある意味、お互いむき出しで、安心して関係性を
つくっていけるようにというところをお話いただ
きました。一方で、距離感というところでどうい
うふうに考えると良いのでしょうか。専門職とい
うことを考えると、特に公私混同とか、そういう
ところを、どのようにお考えになるのかなという
のを伺いたいということでございました。その点
ももし時間があれば、ぜひお話しいただければと
思います。それでは高橋さん、どうぞよろしくお
願いします。

高橋　学生の方、感想ありがとうございました。
お話を聞いていたときに私、思い出したエピソー
ドがあります。今、ゆずりはを始めて 11 年目に
なるのですが、始めたときから中卒、高校中退の
人を対象に高卒認定の学習会はずっとやっていた
のです。高卒認定を取ろうと思う人は、年齢的に

20 代後半とかになっている、やはり中卒のまま
では嫌だとか、あるいは就職でとても困ったとい
うので、20 代後半、30 代過ぎてから、もう一度
勉強やろうと、資格取ろうと集まってくる人たち
だったのですね。
　その学習会をやろうとしていたときに、いろ
んな方が勉強教えてあげようと言ってきてくれ
て、一番初めのゆずりはでの高卒認定の学習会の
先生は、東大出た元教授みたいなすごい人だった
のですけど。東大だったら何でもできるだろうと
思ってお願いしたのですけど、その先生がやっぱ
り指導しちゃうので、今、この年齢になって、こ
の今の日本で中卒、高校中退で生きなければいけ
なかった状況だった人たちへの思い、そこに思い
をはせてほしいというのがすごくありました。そ
ういうのも初めに説明していたつもりなのだけれ
ど、勉強教える中で、これ掛け算だよ、みたいな、
掛け算もできない、掛け算からやらなくちゃいけ
ないね、みたいなことを言ったりとか、そういう
のがあって、その人の中の当たり前を押し付けて
くるという人でした。私がこの人、何だろうと思
う前に、学習会に来ている子たちから、このまま
このおじさんに教えてもらうと殴りたくなる、と
いうような訴えがありました。私も、そうだよね
と言って、1回目来てもらって、2回目でもう辞
めてもらいました。私は東大の元教授を首にしま
した。首にしたというか、辞めていただきました。
　それでその後、先生をどうしようとなったとき
に、近所に住んでいるA君という大学 1年生の
18 歳の男の子が、何かのきっかけでゆずりはを
知って、勉強を教えてくれることになりました。
A君は 18歳で、学習会に来ている子たちは 28歳
とか 34 歳とか 38 歳とか、そういう人たちだった
のだけれど、A君も初めはそういう人たちに自分
が教えるっていうのに恐縮していたのですが、勉
強は勉強で教えてあげて、でも今、学ぼうと思っ
た人たちに思いを寄せるということ、別にそれっ
てすごく専門的なスキルなんかなくたって、そこ
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に心を寄せるっていうことはできるということ、
A君はそれをしてくれたのです。特別なことでは
なくて、そこに敬意を払うというのか、そうして
生きてきたということを大切にしつつ、でも、勉
強に学びに来る人たちととても楽しい時間を過ご
してくれたというのがあって、すごく良かったで
す。
　私はその経験を経て、学生だからとか、18歳だ
からとか、何にも関係ないなと思いました。麻紀
さんの話にもつながっていくと思うのですが、誰
かの何かの苦しさに寄り添っていくきっかけにな
るとか、それを一緒にやれる人って、私たちみた
いにお金をもらってこの仕事をしてる人たちだけ
では無理だし、いろんな人が、それは子どもでも
大人でも、誰もがその可能性を持っているし、で
きるのだということです。あと、逆に誰でもでき
ないということも、大学の先生とのやりとりで感
じたことです。このエピソードを伝えたいと思い
ました。
　距離感はやはり一人一人違うので、さっき、う
んこのやりとりを見ていただいたのですけど、あ
あやって、みんなにうんこのメッセージを送りま
くるかというと、また違います。うんこマークが
ハートマークに変わったり、あんまり変わらない
こともあります。でも、私の距離の取り方が、誰
もが真似してね、そうしてねというのは全然ない
です。やはりその人の安心するスタイルとか、安
心の距離感って、逆に敬語で話すというやりとり
のほうがむしろ自分が伝えたいことを伝えられる
のだというスタッフもいるので、全然、だったら
敬語、使っていいよと言います。ため口だったら
いい、敬語だったら駄目でもないし、握手できた
らいい、できなきゃ駄目とかでもないというとこ
ろが難しい。私、だから、教科書的に教えるとい
うことができないし、そういうことではないとい
うことに結局、行きついちゃう感じです。答えら
れません。距離感のことは、すみません。

有村　ありがとうございます。今、一番最後お話
しいただいたところって、教育現場でもなかなか
伝えにくいところではあります。けれども、日々
の会話であったりとか、その人とのやりとりの中
で、どういう言葉とかやりとりで通じるのかなと
か、やはりその人に入り込む手段の一つとして言
葉なんかもあると思います。そういう意味で今の
お話も、もう少し伺ってみたいところではありま
した。ありがとうございます。
　それでは残りがおかげさまで 4分あります。で
すので、この前、拝見した『プロフェッショナル』
の番組では、プロフェッショナルとはという問い
があったのですが、今回はご登壇いただいた皆さ
んに一言ずつソーシャルワークとは、人に向き合
うソーシャルワークとはということで、お一言ず
ついただいて、このシンポジウムを終わりたいと
思います。これ、学生の皆さんにも一言ずついた
だきたいと思います。それでは後だとハードル高
くなってしまうので、ハードル低いうちに学生の
皆さんに振りたいと思います。今度は河野さんか
らいきましょうか。

河野　分かりました。まだ学生の身ではあります
けど、学生の視点でソーシャルワーク、ソーシャ
ルワーカーとはという話で、今、私が一番考えて
いるのは、さっきもお話ししたことと似ています。
この答え方でいいのか分からないのですが、クラ
イアント、相談してくる方にとって、私たちは
結構、専門職としてどういうふうに関わろうかと
考えるとは思うのですけど、相談者からしたら私
たちもその人が人生で出会う、言ってしまえばた
だの人間だと思っています。そういう何でもない
ただの一人の人として、専門職という固いかっち
りしたイメージだけではなくて、もちろんそうい
うのも大事なんですけど、皆さんのお話にも出て
いたように、1人でも寄り添ってくれる、そうい
う心強い人がいたなという、そう感じてもらえる
きっかけになるような、そういう支援をできるの
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もソーシャルワーカーの力の一つなのかなという
ふうに思っています。何ですかね、相談してくる
人にとって頼れるという経験を持たせてくれる人
なのかなと思います。すいません、まとまってい
ないです。

有村　ありがとうございます。それでは根岸さん、
いかがですか。

根岸　そうですね。先ほど高橋さんのお話にあっ
たように、東大の教授のお話とかのエピソード
をいただいて感じたこととしては、これから社会
に出ていく上で専門的な知識はもちろん必要です
し、あるに越したことはないと思います。でも、
やはりそれ以前に、どうやって相手の人と向き
合っていくかということを、考えるのがもう本当
に第一だと僕は考えています。一緒にいてくれる
なんかちょっとよく分からない人みたいな、僕は
なんかちょっとしたよく分からない変なおじさん
でありたいなと思っているので、本当にそのぐら
いの緩い認識と、ちゃんとした専門的な知識って
いうのを兼ね備えている万能な職業なのかなと感
じました。すいません、あやふやですが。以上で
す。ありがとうございました。

有村　ありがとうございます。大変頼もしいお言
葉を2人からいただきました。それでは岩田先生、
お願いします。

岩田　すごいテーマが来たと思いました。そうで
すね、やはり相談の方は、対象の方、そして私た
ちもですが、取りあえず社会の中でどういうもの
を大事にしていたりとか、いろんな価値観がある
ので、その価値観をきちんと知っていくというと
ころが大事だと思います。それを踏まえて心と心
をつないでいくというのも 1つですし、あとは形
として社会とつながっていくというプロセスを共
に歩めるのがソーシャルワークなのかなというふ

うに考えています。つなぐだけではなく、やっぱ
り一緒に作っていくということが大事だなと強く
思っています。今日、福本先生と高橋先生が実際
作っている、地域で作っていることを伺わせてい
ただいて、すごく私も刺激を受けました。

有村　ありがとうございます。それでは、続きま
して福本さん、お願いします。

福本　きっとこういう質問になるだろうなと思っ
ていました。でも、ソーシャルワークの価値を持っ
た人がソーシャルワーカーというのが私の答えで
す。

有村　ありがとうございます。それでは最後に高
橋さんお願いします。

高橋　私は、今日の題名と一緒で、ソーシャルワー
ク、ソーシャルワークとは、安心と楽しいを一緒
に育む。以上。

有村　ありがとうございます。それではお時間に
なりました。つたない司会で、また大変短い時間
で、うまくコントロールできずに申し訳ありませ
んでした。ぜひこれに懲りず先輩の皆さま方、学
生養成にも、そしてより良いこの社会をつくって
いく仲間としてもお力添えをいただけたらと思い
ます。学生たちも育っていってくれると思います。
私はやはり学生、そして卒業生の皆さんが社大の
宝だと思います。ぜひこれからもお力を発揮して
いただければと思います。4年生の皆さんもぜひ
ご活躍をお願いいたします。それではこれでシン
ポジウムを終わります。贄川先生にお返しします。

贄川　シンポジストの皆さん、それから学生の皆
さん、それからスムーズに見事な進行をしてくだ
さいました有村先生、どうもありがとうございま
した。今年度の反省点がもう一つ増えました。こ



－ 53 －

の企画を 2時間で組んだ責任というものを感じて
おります。本当にもっともっと議論をお聞きした
かったところですが、時間ということでご容赦く
ださい。
　あらためて今、シンポジストの皆さん、それか
ら学生の質問、発言を聞いていて、あるいは本当
にうまくまとめてくださった有村先生の話を聞い
ていて思ったのは、今回の大会テーマである『命
の歓びと生への寄り添い』と。ここに出てくる命
とか生というのは、まさしくみんなが等しく平等
に語れるものというか、そこは等しいものである
ということを考えました。でも、それが難しく
なっている状況ってなんでなのだろうというとこ
ろに、きちんと私たちの生とか命って等しいもの
のはずだよね、でも、なんでこうなっているのだ
ろうねというのを、専門的知識とか技術を持って、
その人たちと一緒に語ろうとしたり、変えていこ
うとするというのがソーシャルワークなのでしょ
うか。有村先生の最後の問いを私なりにもちょっ
と考えておりました。本当に貴重なお話を、皆さ
ん、どうもありがとうございました。
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